日本史プリント33　　江戸時代５（解答編）
●新井白石のあと

01：新井白石の引退後は、８代将軍（徳川吉宗）が政治を行いました。

02：彼が行った一連の改革のことを（享保）の改革といいます。

03：吉宗は、民衆の意見を聞くために（目安箱）を設置しました。

04：吉宗は、裁判が手早く行われるよう、（公事方御定書（くじがたおさだめがき））とい

　　う法律を作りました。

05：吉宗は、苦しい財政を立て直すため、（参勤交代）をゆるめる代わりに、大名に米を差

　　し出させました。これを（上米（あげまい））の制といいます。

06：吉宗は、新しい田畑の開発を積極的にすすめました。これを漢字４文字で（新田開発）

　　といいます。

07：吉宗は、ききんに備えて（青木昆陽（あおきこんよう））にさつまいもの研究と栽培を

　　行わせました。

08：吉宗は、（キリスト）教に関係のないものに限り、洋書の輸入を許可したので、（蘭）

　　学が発達しました。

●徳川吉宗のあと

09：徳川吉宗のあとには、老中（田沼意次（たぬまおきつぐ））が政治を行いました。

10：彼は、幕府の財政を立て直すため、（農業・商業）を活発にさせようと考えました。

11：そこで、彼は商人たちに（株仲間）を作ることを積極的に勧めました。
12：しかし、そのせいで、次第に商人から（わいろ）を受け取るようになりました。
13：さらに、ちょうどこの頃、（天明）のききんが起こり、田沼意次に対する不満が爆発し

　　たため、彼は失脚しました。

●田沼意次のあと

14：田沼意次が失脚したあとは、老中（松平定信）が政治を行いました。
15：彼が行った一連の改革のことを（寛政）の改革といいます。
16：彼は、朱子学以外の学問を禁止しました。これを、（寛政異学の禁）といいます。

17：また、ききんに備えて大名に米をたくわえるよう命じました。これを、（囲米（かこい

　　まい））の制といいます。

18：他にも、出稼ぎに来た農民を農村に返したり、旗本や御家人の借金を帳消しにしたり、

　　政治を批判する本を禁止したりと、とにかく（厳し）すぎて失脚しました。
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